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研究概要︓本研究は、1990 年に北海道二海郡八雲町の住民健康診断に参加した 814 名の健常成人について、2019 年まで死亡
率に関する追跡調査を実施した。1990 年時点の血中ミトコンドリア DNA（mtDNA）コピー数（mtDNA-CN）を測定し、約 30 年
間の全死因死亡率との関連性を調査した。その結果、血中 mtDNA-CN が低い集団は将来の死亡リスクが高いことを見出した。 

研究背景︓ミトコンドリアは老化と密接に関係しており、その評価は死亡リスクを考慮する上で重要である。mtDNAは環状の二本鎖ゲ
ノムであり、ミトコンドリアマトリックスに複数のコピーが含まれている。低レベルの mtDNA-CN は疾患発症や健康状態との関連性が多く
報告されている。しかしながら、一般集団の死亡リスクとの関連について解析した報告は少なく、mtDNA-CN と将来の死亡リスクとの関
連については依然として不明である。さらに日本を含むアジア圏の集団では、これまでに死亡リスクとの関連について報告されていない。そ
こで本研究では、日本人集団の長期追跡調査において、mtDNA-CN と死亡リスクとの関連性を評価した。

研究成果︓追跡調査終了時（2019年）の生存者と死亡者について、ベース
ライン時（1990 年）の mtDNA-CN を比較すると、mtDNA-CN は死亡者で
有意に低値を示した。さらに mtDNA-CN を 3 分位（low、middle、high）で
分け、生存時間分析と Cox 比例ハザード回帰分析を行った。生存時間分析
では、mtDNA-CN が low の集団は累積生存率が低下した（図 1）。
さらに、Cox 比例ハザード回帰分析では、mtDNA-CN が low の集団は将来の
死亡リスクが有意に高値を示した（ハザード比［95％信頼区間］︓1.98

［1.10-3.56］）。

社会的・学術的なポイント︓本研究は、アジア人コホートにおいて血中 mtDNA-CN と全死亡リスクとの関連を検討した初めての長期
追跡研究である。我々は、mtDNA-CN の低値が、全死亡リスクの上昇と関連していることを見出した。本研究の結果は、死亡リスクの
早期予測やその基礎的なメカニズムに関するさらなる研究の発展に寄与することが期待される。 

図 1. 生存時間分析の結果 
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